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要旨 

  

積雪域である北海道泊原子力発電所から放射性物質 137Cs、131I、および 134Csが仮想的に

排出されたとしたときの、大気拡散沈着モデル積分を実施した。各積分は５km水平解像度

の気象データで駆動した。各積分の初期条件は 2010 年１月から 2016 年 12 月までの毎日

であり、積分時間は４日である。対象は発電所から半径 30km の範囲である。単位質量放

出の概念を拡張し、相対的なリスクの指標は地面からの曝露による最大実効線量の閾値を

超える確率とした。この指標が総放出量と閾値の比に対し単調増加する点を考慮し、この

中央値でリスクを評価した。相対的なリスクは卓越する西風のため対象領域の東側で高い

という結果を得た。また、強い西風シアによる不安定な場にもかかわらず、冬季における

高頻度な降雪は対象領域への放射性物質の沈着を促す。対象領域での平均風向による合成

図解析の結果、相対的なリスクは風下で高くなるが、山岳によって放射性物質の流入を効

果的に防いだ。なお、本結果は湿性沈着のパラメタリゼーションには依存しなかった。ま

た、放出高度を標準実験より高いものに置き換えると、リスクは低減した。積雪による遮

蔽は放出直後の短期における放射線量には無視できるが、放射線量の季節変化には本質的

だった。 
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